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岩倉橋の北側に設置されている
防犯カメラ

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

Ｑ
「
空
き
家
」と
は「
居

住
や
使
用
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
常
態

で
あ
る
も
の
及
び
そ
の
敷

地
」
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま

放
置
す
れ
ば
倒
壊
や
衛
生

上
著
し
く
有
害
と
な
る
恐

れ
の
あ
る
空
き
家
な
ど
を

「
特
定
空
き
家
等
」
と
い

う
。
玉
村
町
に
は
、
空
き

家
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
。

〈
町
長
〉　

総
務
省
が
５
年

ご
と
に
実
施
し
て
い
る

「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」

に
よ
れ
ば
、
直
近
の
数
値

で
あ
る
平
成
25
年
調
査
結

果
に
お
い
て
６
６
０
戸
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

賃
貸
用
や
売
却
用
を
除
い

た
一
般
住
宅
の
空
き
家
で

あ
り
、
現
在
は
さ
ら
に
ふ

え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

管
理
が
行
き
届
い
て
い
な

い
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
を
調
べ
、
適
切
な

対
応
を
依
頼
し
て
い
る
。

Ｑ
玉
村
町
に
入
る
５

橋
と
、
県
道
高
崎

伊
勢
崎
線・藤
岡
大
胡
線・

旧
国
道
３
５
４
号
・
八
幡

原
鶴
亀
線
・
県
立
女
子
大

周
辺
の
少
な
く
と
も
10
ヵ

所
に
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
が
必
要
だ
。

〈
町
長
〉　

岩
倉
橋
に
は
既

に
設
置
し
て
い
る
が
、
玉

村
大
橋
・
伊
勢
玉
大
橋
・

五
料
橋
・
福
島
橋
の
た
も

と
を
念
頭
に
、
平
成
27
年

度
予
算
に
設
置
費
を
計
上

し
て
い
る
。
県
立
女
子
大

周
辺
は
、
今
年
度
３
月
に

設
置
し
た
。

Ｑ
町
の
観
光
資
源
を

ど
の
よ
う
に
生
か

し
て
い
く
の
か
。

〈
町
長
〉　

５
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る「
道
の
駅
玉
村
宿
」

を
観
光
拠
点
と
し
て
、
情

報
発
信
・
観
光
客
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
も
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
。

笠 原 則 孝

渡 辺 俊 彦

Ｑ
高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
開
通
後
、
１
年
が
経

過
し
た
。
昨
年
の
一
般
質
問
の

際
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の

土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
群
馬
県

と
ど
の
よ
う
な
協
議
を
行
っ
た

の
か
。

〈
町
長
〉　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
に
必
要
な
開
発
面
積
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
前
提
と
し
た
市
街
化

区
域
編
入
を
、
県
と
協
議
し
て

い
る
。
し
か
し
こ
の
地
域
は
、

県
の
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
は
業
務
流
通
系
の
産

業
構
想
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

モ
ー
ル
の
整
備
を
進
め
る
た
め

に
は
、
上
位
計
画
で
あ
る
県
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合
が
必

要
と
な
る
。
県
か
ら
は
、
実
現

性
に
つ
い
て
の
調
査
検
証
が
必

要
と
の
指
摘
を
受
け
て
い
る
。

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
業
界
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
引
き
続
き

県
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ
２
学
期
制
の
メ
リ
ッ
ト

と
成
果
を
問
う
。

〈
教
育
長
〉　

子
ど
も
と
教
師
の

触
れ
合
う
機
会
と
時
間
の
確

保
、
長
い
ス
パ
ン
で
捉
え
た
確

か
な
学
力
の
向
上
、
長
期
休
業

今
後
も
ふ
え
る
予
想
の
空
き
家

　

防
犯
上
・
環
境
衛
生
上
の
問
題
は
な
い
か

町
所
有
者
に
適
切
な
管
理
を
行
う
よ
う

依
頼
し
て
い
る

スマートＩＣ周辺地区の土地利用計画は

町アウトレットモールの整備には
　　県マスタープランとの整合が必要
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造成が始まった文化センター周辺住宅団地

与六分前橋線

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

の
有
効
活
用
が
、
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ
与
六
分
前
橋
線
の
北
へ

の
延
長
と
、
要
望
を
続

け
て
い
る
利
根
川
新
橋
建
設
の

見
通
し
は
。

〈
町
長
〉　

県
央
南
部
地
域
連
絡

道
路
・
新
橋
建
設
促
進
協
議
会

（
前
橋
市
・
高
崎
市
・
玉
村
町

で
構
成
）
で
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
引
き
続
き

県
へ
強
く
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ
今
後
町
は
、
農
業
振
興

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

〈
町
長
〉　

後
継
者
・
新
規
就
農

者
に
給
付
金
を
支
給
、
法
人
組

織
等
へ
の
支
援
、
飼
料
米
・
Ｗ

Ｃ
Ｓ
用
稲
等
の
取
り
組
み
を
推

進
し
、
所
得
向
上
を
支
援
し
た

い
。

島 田 榮 一

玉
村
町
版
地
方
創
生
と
は

町
雇
用
人
口
減
少
を
食
い
と
め
る
た
め
の

戦
略
を
策
定
す
る

Ｑ
玉
村
町
版
地
方
創

生
に
は
、
ど
ん
な

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

〈
町
長
〉　

地
方
創
生
の
主

た
る
目
的
は
、
人
口
減

を
と
め
る
こ
と
に
あ
る
。

５
ヵ
年
の
玉
村
町
版
総
合

戦
略
を
策
定
し
、
よ
い
も

の
を
つ
く
り
た
い
。

Ｑ
文
化
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
住
宅
団
地

は
、
将
来
の
行
政
効
果
を

考
え
て
グ
レ
ー
ド
の
高
い

住
宅
団
地
に
し
て
は
ど
う

か
。

〈
町
長
〉　

十
分
検
討
し
た

い
。Ｑ

伊
勢
崎
市
に
60
町

歩
の
工
業
団
地
が

で
き
る
。
直
近
の
芝
根
地

区
に
、
第
２
の
住
宅
団
地

造
成
の
考
え
は
な
い
か
。

〈
町
長
〉　

文
化
セ
ン
タ
ー

周
辺
の
住
宅
団
地
の
動
向

を
見
な
が
ら
、
慎
重
に
検

討
し
た
い
。

Ｑ
最
近
の
子
ど
も
を

取
り
巻
く
環
境
は

ど
う
か
。
川
崎
市
で
大
変

な
事
件
が
起
き
た
が
、
当

町
は
心
配
な
い
か
。

〈
教
育
長
〉　

調
査
検
討
を

し
て
き
た
が
、
そ
の
よ
う

な
懸
念
は
な
い
も
の
と
考

え
る
。

Ｑ
子
ど
も
会
と
子
ど

も
会
育
成
会
の
組

織
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

〈
町
長
〉　

平
成
26
年
度
現

在
、
30
団
体
、
会
員
数
１

０
５
８
人
で
あ
る
。
玉
村

町
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡

協
議
会
が
構
成
さ
れ
て
お

り
、
事
務
局
は
公
民
館
職

員
が
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ
花
火
大
会
は
、
町

の
中
心
地
で
何
と

か
で
き
な
い
か
。

〈
町
長
〉　

東
毛
広
域
幹
線

道
路
の
開
通
に
伴
い
、
別

の
候
補
地
を
実
行
委
員
会

で
検
討
し
て
き
た
。
保
安

距
離
等
ク
リ
ア
で
き
な
い

問
題
が
多
く
、
上
陽
小
学

校
の
西
側
が
打
ち
上
げ
場

所
の
候
補
地
に
な
っ
た
。




